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1.ネットを通過するボールについて 

 チームが 2 回目 3 回目にヒットしたボールの全体または一部が許容空間の外を通って 

相手フリーゾーンに行った場合は、ボールを取り戻すことはできない。 

ボールがネット垂直面を超えた時点でアウトとなる 

（注）1st レフェリー、2st レフェリーは 2 回目または 3 回目にヒットしたボールが、 

それぞれのレフェリーサイド許容空間外側のネット垂直面を通過した瞬間に 

吹笛する。 

2.ネット近くの反則 

 相手チームのアタックヒットの前に選手が相手空間でボール若しくは相手選手に 

触れたとき 

（注）相手空間内で、相手のアタックヒット前にブロッカーがボールに触れた場合が反則 

となり、アタックヒットと同時にブロックの手がボールに触れても反則ではない。 

3.スクリーン（別紙 1） 

 サービングチームの選手は、サービスボールがネットを越えるまで、手を頭より上に 

あげてはならない。 

 意図的なスクリーンが疑われる場合、1st レフェリーはゲームキャプテンを通じて 

チームに注意することができる。 

（注）①チームが意図してスクリーンを形成している場合や、プレーヤーが手を頭より 

上に上げている場合（頭を保護するために、頭の後ろに手を上げることは許され 

る）スクリーンの反則になることがある。 

   ②上記のようなケースをサービス許可前に気づいた場合は注意する。 

また、サービス後に生じた場合はラリー終了後に注意をする。 

4.サービスの許可 

 1st レフェリーは両チームがプレーする準備ができて、サーバーがボールを持っている 

ことを確認した後にサービスを許可する。 

（注）コート上に 5 人だけ、または 7 人の選手がいるときは 6 人になるよう、 

サービスの吹笛前に促す。 

もし、気づかずに吹笛した場合、およびラリーが始まったり完了した場合、 

直ちに罰則無しにラリーをやり直さなければならない。  

参考資料 1：試合中の通信機器の使用について 








